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呼吸器の病気
Respiratory disease

F-03 肺血管性病変

はいすいしゅ

肺水腫
【概要】

肺は酸素を取り入れ、体内で生じた二酸化炭素

を排出するために、肺胞（はいほう）と呼ばれる小

さな袋状の構造物に空気を取り入れています。こ

の肺胞の周りには網目状の毛細血管が取り巻き、

空気と血液との間で酸素と二酸化炭素が交換され

ています。肺水腫はこの毛細血管から血液の液体

成分が肺胞内へ滲み出した状態です。肺胞の中に

液体成分が貯まるため、肺で酸素の取り込みが障

害されて重症化すると呼吸不全に陥ることがあり

ます。

【疫学】

様々な原因による疾患のため正確な発症数は不

明です。

【発病のメカニズム】

肺水腫の原因には大きく分けて二種類がありま

す。一つは心臓に原因がある場合で、何らかの原

因で心臓の左心室から全身へ血液を送り出す力が

低下し血液が肺に過剰に貯留する状態で、これを

心原性肺水腫と呼びます。もう一つは心臓以外の

原因で生じるため非心原性肺水腫と呼ばれます。

このタイプは肺毛細血管の壁が病的変化により液

体成分が滲み出しやすくなって生じるもので、中

でも急性呼吸窮迫症候群といわれるものは死亡率

も高い疾患です。非心原性肺水腫は重症肺炎、敗

血症、重症外傷など様々な疾患に引き続いて生じ

ます。

【症状】

肺水腫の主な症状は呼吸困難です。仰向けに

なると息苦しくなるため起き上がって座りたく

なったり、夜中に突然息苦しくて目が覚めたりし

ます。また、のどの奥でゼーゼーという音がした
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『症状から』 対応方法などを Q&A 形式でお答えします。『疾患別』に症状や、診断・治療方法を解説しています。

※ここに書かれている内容は、あくまで一般的なものであり、必ずしも貴方の病気にあてはまらない事も
　ありますので、この内容を参考にし、呼吸器の専門医の診察を受けてください。
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り、ピンク色の泡のようなたんが出ることがあり

ます。進行すると皮膚や口唇は紫色になり、冷や

汗をかいて血圧が下がり意識状態が悪くなること

もあります。

【診断】

診断は胸部エックス線画像で典型的な画像であ

れば容易ですが、典型的でない場合には様々な検

査を組み合わせる必要があります。

【治療】

治療は心原性肺水腫と非心原性肺水腫で異なり

ますが、肺胞内の水分除去のための利尿薬、肺の

炎症を抑えるための種々の薬剤などが用いられま

す。また、酸素投与を行ったり、さらに重症の場

合には人工呼吸器を用いて、気道内を陽圧に保つ

治療が行われることもあります。

【予後】

原因となる疾患によって大きく異なります。

 


